
ネ
パ
ー
ル
を
中
心
に
肥
年
間
、
東
南
ア
ジ
ア
の
発
展
途

上
国
で
結
核
な
ど
の
病
気
に
苦
し
む
人
々
の
た
め
に
医
療

奉
仕
活
動
を
続
け
て
き
た
岩
村
昇
博
士
が
Ｐ
Ｈ
Ｄ
運
動
を

提
唱
し
、
具
体
的
な
活
動
を
神
戸
を
中
心
に
始
め
て
か
ら

も
う
す
ぐ
六
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｈ
Ｄ
運
動
と
は
、
「
自
分
の
た
め
だ
け
に
使
っ
て
い

た
財
、
時
間
、
技
能
、
知
恵
な
ど
の
ｍ
％
を
平
和
づ
く
り

（
勺
８
８
）
と
健
康
づ
く
り
（
国
の
巴
昏
）
を
担
う
人
材
を

育
成
（
国
ロ
日
目
口
の
ぐ
①
﹈
８
日
①
具
）
し
、
日
本
と
ァ
ジ

i 議繍識; 繍繍鍵鱗蝿鱗識驚鱗鶏 鴬
i騨唱零§壁串田

鰯謹識

蕊 議

『悪昭? E 覇螺蛋牽；由謹､

蕊
識；

蕊
国
８
岸
ぽ
）
を
担
う
人
材
を

吊
昌
）
し
、
日
本
と
ア
ジ

印
ア
・
南
太
平
洋
地
域
を

群
対
象
に
、
草
の
根
の
人

４睦
々
の
交
流
を
通
じ
て
実

く部
践
し
、
と
も
に
生
き
る

し
地
球
社
会
づ
く
り
を
め

匙
ざ
す
運
動
」
で
あ
る
。

型
運
動
の
す
す
め
方
と

の菱
し
て
は
、
ア
ジ
ア
・
南

鉾
太
平
洋
諸
国
の
村
々
か

や
ら
研
修
生
を
日
本
へ
招

》
つ霊

き
、
日
本
の
村
や
町
で

蝉
家
庭
に
滞
在
し
な
が
ら

》
農
業
、
漁
業
、
保
健
衛

五路淡

’
1３８
１

生
、
裁
縫
、
編
物
、
工
芸
な
ど
を
学
び
冠
帰
国
後
は
出
身

の
村
へ
帰
っ
て
日
本
で
習
得
し
た
技
術
や
生
活
体
験
を
村

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
援
助
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
。
五
年
前
の
七
月
に
第
一
期
生
が
ネ
パ
ー
ル
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
二
人
ず
つ
来
日
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
タ

イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
か
ら
も
全
部
で

肥
人
が
招
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
第
四
期
生
が
四
人
研
修

中
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
研
修
期
間
は
一
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
一
人
に
か
か
る
費
用
は
旅
費
、
生
活
費
、
研
修
器

材
、
資
材
費
、
交
通
費
、
小
遣
な
ど
を
含
め
て
約
三
百
万

円
か
か
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
寄
付
や
会
費
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
研
修
の
成
果
が
、
帰
国
後
研
修

生
た
ち
に
よ
っ
て
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
、

支
援
を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
フ
ォ
ロ
ー
。
ア
ッ
プ
が
重

視
さ
れ
、
指
導
者
を
派
遣
し
た
り
し
て
息
の
長
い
協
力
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
年
近
く
の
間
に
Ｐ
Ｈ
Ｄ
運
動

へ
の
賛
同
者
は
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
が
、
こ
の
運
動

の
目
的
の
一
つ
は
日
本
人
の
目
を
ア
ジ
ア
の
草
の
根
の
人

た
ち
へ
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
も
あ
る
か
ら
、
会
員
や
賛
同

者
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
は
こ
の
運
動
の
大
事
な
事
業
の

一
つ
で
も
あ
る
。
岩
村
博
士
は
昨
年
の
五
月
に
日
本
を
離

れ
、
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
マ
ヒ
ド
ー
ル
大
学
の
中
の
ア
セ
ァ

鎌
☆神戸を福祉の街にく1 5 9 〉

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
発
ア
ジ
ア

ー
六
背
を
迎
え
畳

Ｐ
Ｈ
Ｄ
連
動

蕊橋本明愈譲蕊蕊〉

髄｡ 鼠屡発ｱ ジｱ
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く
。
二
、
こ
れ
ま
で
の
五
年
間
の
活
動
の
ま
と
め
を
し
た

い
。
日
本
の
農
村
や
漁
村
の
な
か
に
ア
ジ
ア
の
草
の
根
の

人
々
を
受
け
入
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
る
。

三
、
人
材
育
成
基
金
が
現
在
一
億
八
千
万
円
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
を
三
億
に
す
る
こ
と
が
目
標
。
四
、
帰
国
し
た

研
修
生
た
ち
が
お
互
い
の
経
験
を
交
換
し
あ
う
「
ア
ジ
ア

草
の
根
会
議
」
の
よ
う
な
場
を
つ
く
り
た
い
、
等
々
。
草

地
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
将
来
の
大
き
な
夢
や

計
画
が
次
々
と
飛
び
出
し
て
く
る
の
で
、
少
な
い
紙
面
で

は
と
て
も
ま
と
め
き
れ
な
い
。

Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
か
ら
昨
年
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
発
ア
ジ
ァ
ー
生

活
の
中
の
国
際
」
（
九
八
○
円
）
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ

た
。
流
行
と
し
て
の
「
国
際
」
や
、
私
た
ち
の
生
活
意
識

か
ら
遠
く
離
れ
た
「
国
際
」
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
な

か
の
具
体
的
な
こ
と
が
ら
か
ら
出
発
す
る
「
国
際
」
を
視

点
に
書
か
れ
、
読
者
が
読
ん
で
い
る
う
ち
に
心
の
中
に

ン
地
域
保
健
開
発
計
画
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
と
り
く
ん
で
い
る
。
岩
村
博
士
か
ら
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
の
運

営
を
ま
か
さ
れ
た
草
地
賢
一
総
主
事
は
日
本
と
ア
ジ
ア
各

国
の
間
を
飛
び
回
る
忙
し
い
毎
日
だ
が
、
協
会
の
今
後
の

方
向
と
し
て
、
一
、
国
際
協
力
の
専
門
家
に
な
っ
て
い
く

こ
と
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
難
民
を
き
っ
か
け
に
若

い
人
た
ち
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
単
な
る

ブ
ー
ム
に
終
わ
る
よ
う
で
は
ダ
メ
で
、
関
心
を
継
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
。
二
、
協
力
や
援
助
よ
り
も
「
交
流
」
を
大

切
に
し
て
い
く
。
あ
わ
れ
み
の
感
情
や
、
白
人
社
会
が
中

心
の
「
国
際
親
善
」
か
ら
、
貧
困
の
原
因
を
考
え
、
理
解

す
る
交
流
へ
。
開
発
援
助
か
ら
連
帯
へ
と
変
化
さ
せ
て
い

く
。
三
、
民
間
の
立
場
で
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
経

済
基
盤
の
確
立
、
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
具
体
的

に
は
今
年
の
運
動
と
し
て
、
一
、
研
修
生
の
受
入
れ
先
を

ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
南
太
平
洋
地
域
に
も
ひ
ろ
げ
て
い

「
国
際
」
が
意
識
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
こ
と
が
ら
」
や
「
意
識
」
が
国
際
化
さ

れ
る
の
が
発
刊
の
ね
ら
い
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｄ

霊
運
動
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
や
関
心
を

と醒
蕊
も
つ
人
た
ち
の
実
践
の
記
録
で
あ
る
。

一
封
塞
そ
れ
に
し
て
も
職
員
わ
ず
か
四
人
の

却
斡
こ
ん
な
小
さ
な
部
屋
か
ら
、
限
り
な
い

・
が

知
砺
大
き
な
祢
蚕
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
よ
く
湧
き

加
揃
出
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
。
「
こ
れ
で

副
錘
も
日
本
で
は
非
政
府
組
織
の
国
際
協
力

》
》
錘
詞
準
畦
丸
韓
岬
芋
鎧
鋤
詩
識
唖
竜
緬

ア
しシ国
が
国
の
国
際
協
力
や
援
助
の
実
態
を
垣

降
編
間
見
る
思
い
が
し
た
。

ン
イ
因
財
団
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会

イ
タ
〒
六
五
○
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
五
’
二
－
三
甲
南
サ

ン
シ
唾
建
一
ｍ
琵
皿
圭
一
一
一
垂
一
－
四
八
九
二

Ｉ
３
１
９１
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松本宏
れ親企着域
てし画しに
いまでた密

アキコ・カンダ

う
原
画
の
輝
き
や
表
現
に
眼
を

む
け
る
、
よ
い
機
会
に
な
る
だ

ろ
う
。
今
回
は
特
別
陳
列
と
し

て
「
田
島
征
彦
の
世
界
」
を
紹

介
す
る
。
型
染
作
家
と
し
て
活

雌
、
絵
本
に
お
い
て
も
絵
本
に

っ
ぼ
ん
賞
、
小
学
館
絵
画
賞
な

ど
受
賞
し
、
土
着
的
な
力
強
い

作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
ほ
か

に
絵
本
の
最
前
線
で
活
躍
す

る
、
長
新
太
、
五
味
太
郎
、
木

村
泰
子
、
梶
山
俊
夫
な
ど
約
帥

名
の
作
品
も
展
示
さ
れ
る
。

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
廊
５
周
年
記
念
展

３
月
６
日
（
金
）
１
３
月
”
日
（
水
）

☆
第
相
回
絵
本
原
画
展

「
田
島
征
彦
の
世
界
」

３
月
７
日
（
土
）
’
４
月
哩
日
（
日
）

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
一
般
７
０
０

円
大
高
生
５
０
０
円
中
小
生
３
０
０

円

現
在
、
日
本
で
の
絵
本
制
作

は
非
常
に
活
発
に
な
さ
れ
、
世

界
的
に
み
て
も
最
も
優
れ
た
絵

本
生
産
国
と
な
っ
て
い
る
。
本

ご
鳶

望

「こんこんさまにさしあげ
そうろう」梶山俊夫
しれ失っに印展
まてオってよ刷は

☆
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
夕
べ

４
月
哩
日
（
日
）
Ⅳ
時
半
サ
ル
ー
テ
北

野
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
０
円
（
ワ
イ
ン
師

コ
ー
ヒ
ー
付
）
お
問
い
合
わ
せ
は
茸
２
２

１
１
０
４
５
４
２
４
１
１
０
６
８
６

萩
原
弘
子
士
歩
で

る
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ら
し
く
、
今

回
も
兵
庫
県
在
住
の
松
本
宏
、

堀
江
優
、
辻
司
、
上
尾
忠
生
、

南
和
好
の
５
人
を
招
待
。
し

か
も
５
人
と
も
印
歳
代
と
い
う

こ
と
で
、
５
周
年
に
ち
な
ん
で

〃
５
〃
を
特
集
、
ち
ょ
っ
と
ユ

ニ
ー
ク
な
企
画
で
あ
る
。

「
５
人
と
も
具
象
画
と
い
う

以
外
は
、
み
ん
な
絵
に
対
す
る

考
え
方
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
だ

か
ら
面
白
い
ん
で
す
よ
」
と
松

本
宏
画
伯
。
強
烈
な
個
性
が
火

花
を
散
ら
す
ア
ー
ト
・
デ
ス
マ

ッ
チ
に
な
り
そ
う
だ
。

園
《
。
※

サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｍ
Ｉ
廻
時

今
年
３
月
で
開
廊
５
周
年
を

迎
え
る
「
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
が
、
そ
の
記
念
企
画

と
し
て
『
５
周
年
５
人
展
』
を

開
催
す
る
。
オ
ー
プ
ン
以
来
地

を
徳
穂

読
が
踊
る

需
鋤
蒔
雌

太
郎
、

瀞

ラ
の
音
楽
を
メ
ド
レ
ー
に
し
て

一
つ
の
ド
ラ
マ
に
創
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。

雲☆
ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ

「
バ
ル
バ
ラ
」
を
踊
る

３
月
ｎ
日
（
水
）
廻
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

〃
女
″
を
踊
り
続
け
る
ア
キ

コ
が
、
言
莱
を
必
要
と
し
な
い

心
に
の
み
響
く
世
界
を
、
劇
場

空
間
一
杯
に
創
り
上
げ
る
。

一
部
「
二
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
」
Ｈ
わ
た
し
の
鳥
よ
’

〃
鳥
″
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
叙

情
的
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作

１
１４０
１

み
出
る
歌
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

演
奏
曲
目
・
「
五
月
の
パ
リ

が
好
き
」
「
電
話
」
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
」
「
ボ
ン
ボ
ン
」
ほ
か
。

ピ
ア
ノ
伴
奏
・
藤
田
美
乃
留
。

，
》
』
亜
一
睡
ｒ
”
舞
踊

演
劇
か
ら
出
発
し
て
語
り
を

得
意
と
す
る
、
井
関
真
人
の
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ソ
ン
。
神

一
戸
で
の
ラ
イ
ヴ
は
、
こ
れ
で
二

度
目
で
、
今
ま
で
は
東
京
を
地

盤
と
し
て
「
銀
巴
里
」
を
は
じ

め
、
主
な
シ
ヤ
ン
ソ
ー
ー
エ
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
、
そ
の
安
定

し
た
実
力
に
は
定
評
が
あ
る
。

作
詩
、
作
曲
、
弾
き
語
り
と
多

井関真人
人暖上彩
柄かにさ
かい、の

ら
に
じ

長
之
の
コ
ン
ビ
。
鳴
物
は
藤
舎

呂
船
、
推
峰
が
出
演
。

江
戸
前
の
す
か
っ
と
し
た
華

や
ぐ
舞
台
が
見
ど
こ
ろ
だ
。

チ
ケ
ッ
ト
さ
ん
ち
か
Ｐ
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

Ｐ
吾
斐
秀
扇
の
会
貢
０
７
８
（
８
８
１
）

０
６
８
０ 《

廻
峰
》
古
典
芸
能

☆
吾
妻
徳
穂
（
芸
術
院
会
員
）

と
共
に
吾
妻
秀
一
扇
の
会

３
月
配
日
（
木
）
躯
時
開
波
／
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
／
５
０
０
０
円

吾
妻
流
の
実
力
派
で
神
戸
在

中
の
吾
妻
秀
扇
が
、
師
の
吾
妻

徳
穂
を
迎
え
て
開
く
舞
踊
会
。

長
唄
「
楠
公
」
と
「
娘
道
成

寺
」
を
秀
扇
。
「
四
季
の
山
姥
」

＝
品
。
口
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
恥
７

ｉ
群
舞
の
振
付
で
も
、
常
に

高
い
評
価
を
得
て
い
る
ア
キ
コ

の
芸
術
性
の
高
い
メ
ン
バ
ー
。

二
部
「
パ
ル
パ
ラ
を
踊
る
」
孤

高
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
パ
ル
バ

■■唖喰国
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鞠学Ｉ

女殺し油地獄

☆
人
形
浄
瑠
璃
「
文
楽
」

３
月
６
Ｎ
（
金
）
昼
の
部
皿
時
夜
の
部

肥
時
半
一
階
席
２
８
０
０
Ⅲ
二
階
席

２
２
０
０
円

神
一
抑
の
春
恒
例
の
「
文
楽
」

も
辿
側
日
を
迎
え
た
。
人
間
国

宝
吉
田
玉
男
を
は
じ
め
、
竹
本

住
大
夫
、
吉
田
餐
助
の
織
り
な

す
郷
台
が
見
も
の
。
砿
の
部

「
壷
坂
観
音
寵
験
記
」
「
小
鍛

冶
」
夜
の
部
「
女
殺
油
地
獄
」
。

ま
た
、
浄
瑠
璃
が
初
め
て
と
い

う
方
の
た
め
わ
か
り
や
す
い
解

脱
も
行
っ
て
い
る
。

☆
河
村
さ
と
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

皿
側
（
木
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
０
０
０
ｑ

☆
荒
憲
一
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

Ⅳ
ｕ
（
火
）
岨
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
８
０
０
円

☆
ク
ロ
イ
ッ
弦
楽
四
重
奏
団
演
奏
会

７
Ⅱ
（
土
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

☆
田
中
淳
子
マ
リ
ン
バ
・
リ
サ
イ
タ
ル

溺
日
（
水
）
肥
時
半
Ⅲ
姉
ホ
ー
ル
エ

ス
パ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
２
０
０
０
円

★
ロ
マ
ン
派
の
巨
匠
ピ
ア
ノ
林
崎
淳

子
フ
ル
ー
ト
三
好
量
子
ピ
ア
ノ
永

江
朋
子
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
海
田
信
子

理
側
（
火
）
酌
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
５
０
０
円

☆
奏
明
会
＆
デ
ィ
ー
オ
・
ポ
ル
タ
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

配
Ⅱ
（
日
）
皿
時
神
戸
窯
化
中
ホ
ー

ル
－
０
０
０
円

☆
真
子
幸
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

「
展
覧
会
の
絵
」

６
日
（
金
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ミ

ー
ー
ホ
ー
ル
ー
２
０
０
円

☆
右
近
恭
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

釦
Ⅱ
（
金
）
唾
時
市
立
生
川
文
化
公

国
音

楽

文
楽
教
室
・
お
話
し
「
今
側

の
見
ど
こ
ろ
聴
き
ど
こ
ろ
」

１
回
Ｈ
週
時
か
ら
約
如
分
間

２
回
目
Ⅳ
時
か
ら
約
如
分
間

☆
親
子
映
画
会

「
ニ
ル
ス
の
不
思
議
な
旅
」

８
日
（
日
）
、
時
ｌ
ｎ
時
妬
分
塑
時

巧
分
ｌ
狸
時
皿
時
半
ｌ
妬
時
晦
分

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
大
人
１
０
０
０

円
小
人
８
０
０
円

☆
韓
国
映
画
祭

７
日
Ｉ
犯
日
の
毎
土
照
日
通
時
半

市
立
博
物
館
５
０
０
円

★
映
画
会
「
動
物
大
好
き
／
」

お
日
（
日
）
、
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
参

加
無
料

灘演：
館
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル
－
５
０
０
円

★
口
バ
ー
タ
・
ピ
ー
．
タ
ー
ス
リ
サ
イ
タ

ＬＪ狸
日
（
土
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
Ａ
６
０
０
０
円
Ｂ
５
０
０
０

画
ｗ
Ｃ
４
０
０
０
ｍ
凶

☆
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト

”
日
（
金
）
廻
時
半
国
際
会
館
Ｓ

４
５
０
０
国
』
Ａ
４
０
０
０
ｍ
”
Ｂ
３

５
０
０
円

☆
バ
ヤ
リ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
タ
ッ
チ
」

酌
日
（
日
）
過
時
苅
時
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
Ａ
３
５
０
０
円
Ｂ
３
０

０
０
円

☆
歌
劇
「
領
事
」

虹
日
（
祝
）
皿
時
町
時
半
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー
１
０
０
０
円

☆
久
合
田
緑
弦
楽
四
重
奏
団
＆
朝
比
奈

千
足
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
夕
べ

配
日
（
木
）
狙
時
神
戸
風
月
堂
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円

☆
窪
美
代
子
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

皿
日
（
土
）
配
時
以
民
小
刷
場
２

０
０
０
画
峰溌

璽
．

☆
名
流
舞
踊
の
会

★
天
使
の
町
か
ら
来
た
男

エ
デ
ィ
。
マ
ー
フ
ィ

３
凡
７
日
よ
り
朝
日
会
館
に
て
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
。
大
人
１
２
０
０
円
（
当
Ｒ
１
５
０

０
円
）
学
生
１
０
０
０
円
（
大
・
高
生
１

３
０
０
冊
中
学
生
１
２
０
０
円
）

神
秘
の
国
ネ
パ
ー
ル
、
雪
深

き
秘
境
チ
ベ
ッ
ト
の
寺
院
。
大

愛
陀
羅
を
背
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

チ
ャ
イ
ル
ド
が
奇
跡
を
行
な
う

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
と

は
、
一
千
世
代
に
一
度
生
ま
れ

こ
の
世
に
善
を
も
た
ら
し
、
世

界
を
救
う
子
供
。
そ
の
子
が
妖

術
を
操
り
人
心
を
幻
惑
、
世
に

混
乱
と
地
獄
を
も
た
ら
す
暗
黒

賃
映

画

★
俳
優
座
劇
増
「
ハ
Ｉ
べ
イ
」

咽
Ⅱ
（
水
）
Ｉ
加
日
（
金
）
妃
時
過
分

幻
日
（
土
）
理
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円

★
劇
団
「
青
い
森
」
公
演
「
烈
婦
連
」

創
側
（
祝
）
空
日
（
日
）
垣
時
血
時

半
ラ
ピ
ン
グ
ホ
ー
ル
一
般
１
８
０

０
円
大
高
生
１
５
０
０
円

魔
団
に
誘
拐
さ
れ
た
。
予
言
者

ネ
チ
ュ
ン
に
よ
る
と
子
供
を
救

え
る
の
は
た
だ
一
人
。
天
使
の

８
Ⅱ
（
Ⅱ
）
皿
吋
国
際
会
館
３
０

０
０
河
ＪＩ鉱

．
．

１
４１
１

声一

瀞雲溌鰯織鍔忽
･農, 謹欝欝廊, ﾙ ｮ 患燕譲…悪鷺美
；鍋』蝿；；蝋！』；！』』蝋認
／／／／／／／／／／展／／／／／／／／

ｆ“f 腿Ｙ兎“〈〈錫膨展流飼“鮒‘脇Ｙ術 繊 溌覇鍵楽まで。コー ﾙ デﾝ ・

堆与県惑鞄麓雛罵講みたつ’合寛勇来町
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１
４
１
２１

で
す
。
よ
く
や
る
と
い
う
の
は
撮
影
の
自
分
の
出
番
が
終

っ
て
も
帰
ら
な
い
。
他
の
作
品
の
撮
影
現
場
を
じ
っ
と
覗

い
て
ま
し
て
ね
。
そ
の
う
ち
に
こ
の
子
、
見
込
み
あ
る
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
ね
。
や
が
て
昭
和
の
大
戦
争
が

で
死
ね
ば
田
中
絹
代
が
あ
ま
り
哀
れ
で
。

私
は
少
年
な
り
に
馬
鹿
に
し
た
。
そ
し
て
日
本
映
画
が
ト

ー
キ
ー
と
な
っ
て
昭
和
六
年
（
一
九
一
一
二
）
の
「
マ
ダ
ム

と
女
房
」
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
人
の
も
の
に
も
注
意
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
ど
だ
い
〃
女
優
〃
と
い
う
ス
ケ
ー

き
よ

ル
は
な
い
。
ず
っ
と
の
ち
に
牛
原
虚
彦
監
督
に
逢
っ
て
何

、
、

回
も
彼
女
の
こ
と
を
聞
い
た
。
ど
だ
い
女
優
の
が
ら
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
撮
影
所
長
が
あ
れ
を
ス
タ
ア
に

し
た
ら
お
ま
え
に
今
で
い
う
と
五
千
万
円
や
る
と
い
わ
れ

ま
し
て
ね
。
と
こ
ろ
が
田
中
と
い
う
女
の
子
よ
く
や
る
ん

週
間
誌
で
連
載
に
も
な
り
、
い
ま
ま
た
市
川
皇
監
督
で

映
画
化
さ
れ
た
田
中
絹
代
さ
ん
だ
が
私
は
昭
和
の
初
め
か

ら
ず
っ
と
お
つ
き
あ
い
し
て
い
る
の
で
こ
の
人
の
私
の
感

じ
た
こ
と
実
さ
い
に
こ
の
目
で
ぢ
か
に
見
た
こ
と
を
こ
の

チ
ャ
ン
ス
に
伝
え
た
い
。

大
正
十
三
年
ご
ろ
か
ら
映
画
に
出
て
い
て
そ
の
こ
ろ
は

私
は
見
も
し
な
か
っ
た
。
大
阪
の
楽
天
地
の
少
女
び
わ
弾

ま
づ

き
の
女
の
子
。
雑
誌
で
チ
ラ
と
見
た
顔
は
貧
し
か
っ
た
。

私
は
嫌
い
だ
っ
た
。
だ
い
た
い
大
正
時
代
の
日
本
映
画
を

お
り
ん
を
演
る
の
で
前
歯
一
本
抜
く
。
私
ほ
ん
と
に
抜
くした

つ
も
り
と
聞
い
た
。
ム
ロ
本
に
前
歯
一
本
抜
い
た
あ
と
を
舌

こ
ん
ど
は
歯
医
者
で
彼
女
を
知
っ
た
。
私
の
ゆ
き
つ
け

の
歯
医
者
で
、
電
話
。
医
者
が
『
心
配
い
り
ま
せ
ん
よ
』

と
何
度
も
念
を
押
し
て
い
る
。
誰
と
聞
く
と
〃
田
中
君
な

な
ら
や
ま
撰
し
こ
う

ん
で
す
よ
〃
そ
れ
で
「
楢
山
節
考
」
（
昭
和
一
二
十
一
一
一
年
）
の

ず
っ
と
の
ち
に
私
は
田
中
さ
ん
か
ら
、
あ
の
あ
と
ほ
ん

と
に
わ
た
し
死
の
う
と
自
殺
を
思
い
つ
め
ま
し
た
が
こ
れ

礼
儀
正
し
く
言
葉
遣
い
も
き
れ
い

〃
美
し
い
人
″
に
な
っ
て
い
た
し

っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
。

四
九
）
約
二
カ
月
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド

終
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
す
で
に
第
一

》
ハ
リ
ウ
ッ
ド

っ
て
き
た
。
そ

笑
い
を
受
け
た
。

だ
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
そ
う
し
ろ
と
教

え
ら
れ
た
か
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

き
ち
よ
う

か
羽
田
か
ら
銀
座
パ
レ
ー
ド
の
帰
朝
御

あ
い
さ
つ

挨
拶
で
車
上
か
ら
手
を
振
り
投
げ
キ
ッ

ス
を
し
た
。
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
す
っ
か

り
ハ
リ
ウ
ッ
ド
式
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ル
ど
こ
か
お

か
し
い
。
高
級
パ
ン
パ
ン
。
夜
の
女
。

ま
る
で
哀
れ
や
、
そ
う
も
見
え
た
。
彼

女
は
こ
れ
で
世
間
の
は
げ
し
い
反
感
と

力
が
え
り
は
西
洋
が
え
り
の
こ
お
ふ
ん

主
山
え
ば

が
て
昭
和
の
大
戦
争
が

一
級
ス
タ
ア
。
逢
う
と

で
美
人
じ
ゃ
な
い
が

〃
え
ら
い
人
″
に
も
な

昭
和
二
十
四
年
（
一
九

そ
の
他
を
ま
わ
っ
て
帰

の
こ
ろ
は
ま
だ
ア
メ
リ
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は
三
歩
さ
が
っ
て

す
″
と
そ
の
人
見
た

さ
ん
、
わ
た
し
ま
だ と

な
り
の
男
の
人
手
。
エ
ッ
ノ
わ
た
し

、
、
、

性
に
も
て
る
と
思
っ
て
お
か
し
い
や
ら

れ
で
そ
の
人
、
映
画
す
ん
だ
あ
と
つ
い

〃
ど
っ
か
ゆ
き
ま
せ
ん
か
″
そ
れ
で
わ

ル
な
ら
″
と
言
い
ま
し
た
ら
び
っ
く
り

メ
ガ
ネ
と
っ
て
〃
ハ
イ
、
わ
た
し
で

た
ら
ワ
ー
ッ
と
逃
げ
ま
し
た
の
。
淀
川

、
、

と
し

だ
も
て
ま
す
の
、
こ
の
年
で
。

」
（
昭
和
三
十
年
）
は
彼
女
の
監
督
作

品
。
こ
の
と
き
四
十
七
才
。
私
と
お
な

い
ど
し
だ
か
ら
よ
く
お
ぼ
え
て
い
る
。

日
活
の
そ
の
ス
タ
ジ
オ
の
本
番
撮
影
も

、
、
、

見
た
。
半
分
お
と
こ
に
な
っ
て
い
た
。

監
督
は
こ
の
あ
と
も
「
乳
一
房
よ
永
遠
な

れ
」
（
同
年
）
「
流
転
の
王
妃
」
（
昭
和

三
十
五
年
）
が
あ
る
。

「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
」
の
老
女

Ｐ
（
ん
そ
う

も
そ
の
演
技
そ
の
扮
装
は
立
派
だ
っ

た
。
「
楢
山
」
の
お
り
ん
も
「
サ
ン
ダ

カ
ン
」
の
老
女
も
私
は
田
中
さ
ん
に
面

と
向
っ
て
激
賞
し
た
。
こ
の
ひ
と
は
私

に
質
問
し
た
り
私
の
感
想
を
き
く
と
き

聞
く
と
い
う
お
行
儀
の
良
さ
だ
っ
た
。

十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
惜
し
い
こ
とすえ

こ
の
ひ
と
明
治
四
十
一
一
年
の
十
二
月
末

と
き
六
十
七
才
。
そ
の
一
年
半
ほ
ど
ま

そ
の
と
き
田
中
さ
ん
は
実
に
え
ん
り
ょ

一
本
、
監
督
し
ま
す
〃
そ
れ
で
私
が

中
さ
ん
の
手
を
と
る
と
〃
そ
れ
も
フ
ラ

ロ
ケ
で
〃
と
打
ち
明
け
た
。
死
ぬ
日
ま

生
き
ぬ
い
た
ひ
と
だ
っ
た
。３

１
４
１
１

聞
く
と
東
京
で
映
画
を
毎
晩
こ
こ
な
ら
見
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
に
い
る
方
が
安
く
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
た
。
石
焼
き
い
も
が
食
べ
た
く
て
そ
ろ
っ
と
ガ
ー
ド

し
た

へ
や

下
で
買
っ
て
き
て
そ
ろ
っ
と
お
部
屋
で
食
べ
て
。
↑
の
と
は

外
に
捨
て
に
い
き
ま
し
た
の
に
部
屋
じ
ゅ
う
石
焼
い
も
の

匂
い
が
の
こ
っ
て
困
り
ま
し
て
ね
え
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ

と
つ
こ
ん
な
こ
と
も
言
っ
た
。
こ
な
い
だ
映
画
館
で
見
て

ま
す
と
私
両
手
を
あ
わ
せ
て
見
て
た
の
に
私
の
右
の
ひ
ざ

に
私
の
手
。
び
っ
く
り
し
て
私
の
そ
の
ひ
ざ
の
手
、
よ
く

で
さ
わ
る
と
あ
る
か
ら
抜
か
れ
ば
と
田
中
さ
ん
。
そ
ん
な

い
た

馬
鹿
な
。
そ
れ
で
田
中
さ
ん
痛
い
か
と
聞
い
て
る
の
。
す

る
と
医
者
が
〃
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
抜
く
治
り
よ

う
賀
は
高
い
で
す
か
と
聞
い
て
る
ん
で
す
よ
。
田
中
君
は

ケ
チ
だ
か
ら
ね
え
〃
・
私
は
び
っ
く
り
し
て
松
竹
に
電
話

を
か
け
木
下
恵
介
さ
ん
に
こ
の
こ
と
伝
え
た
。
治
り
よ
う

賀
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
で
松
竹
持
ち
。

ず
っ
と
あ
と
田
中
さ
ん
は
帝
国
ホ
テ
ル
ず
ま
い
と
な
っ

た
く

た
。
訪
ね
て
い
っ
た
。
鎌
倉
に
お
宅
が
あ
る
の
に
、
そ
う

に
亡
く
な
っ
た
。

生
れ
な
の
で
こ
の

え
私
は
逢
っ
た
。

が
ち
亭
に
〃
こ
ん
ど

〃
え
ら
い
〃
と
田

ン
ス
で
オ
ー
ル
・

で
映
画
の
な
か
に ｢ マダムと女房」（1 9 3 1 ) に出演したときの田中絹代

見
た
ら
あ
な
た
／
、

と
し

ま
だ
こ
の
年
で
男

嬉
し
い
や
ら
。
そ

お
も
て

て
き
ま
し
て
表
で

た
し
〃
帝
国
ホ
テ

し
て
。
わ
た
し
、

そ
し
て
昭
和
五
十
二
年

「
月
は
上
り
ぬ
」
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１
１４４
１

力
、
「
麺
ｍ
の
工

☆
創
業
百
二
十
年
を
機
に

よ
り
一
層
内
容
を
充
実

創
業
百
豆
十
年
を
迎
え
た
菊

水
総
本
店
が
、
伝
統
の
味
を
伝

え
る
『
瓦
せ
ん
べ
い
』
を
よ
り

美
味
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

原
材
料
の
ラ
ン
ク
を
上
げ
、

添
加
物
の
な
い
自
然
の
飼
料
で

育
く
ま
れ
た
玉
子
や
自
然
の
蜂

認
郷
綱
鋤
騨
喫
謬
．
；
毒
零
味・パッケージとも充実

蜜
等
の
素
材
を
使
用
。
さ
ら
に

長
い
間
に
工
夫
を
重
ね
ら
れ
た

伝
統
的
な
味
を
残
し
な
が
ら
、

｛
需
材
を
よ
り
よ
く
生
か
す
正
統

な
作
り
方
で
、
な
お
一
層
美
味

に
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
シ
ン
プ
ル

な
が
ら
格
調
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

に
一
新
。
こ
の
瓦
せ
ん
べ
い
を

味
あ
わ
ず
に
神
戸
っ
子
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

「
ア
ー
刀

☆
寒
さ
に
ふ
る
え
る
夜
は

地
酒
で
一
杯
／
、

１
月
濁
日
か
ら
３
月
８
日
ま

で
千
石
舟
で
は
郷
‐
二
の
酒
と
希

|霧
さんちか千石舟でも好評

シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
『
灘

五
郷
（
御
影
郷
）
の
酒
と
摂
津
佳

肴
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
て
い
る
。

大
黒
正
宗
、
福
寿
、
菊
正
宗

百
万
両
な
ど
の
雌
の
銘
酒
２
合

と
摂
津
の
野
肴
（
か
し
わ
き
も
、

は
ま
ち
の
刺
身
、
な
た
ね
和
え
）

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
・
人
様

一
、
二
○
○
円
也
。
ま
た
地
酒

双
六
ゲ
ー
ム
も
併
せ
て
催
さ
れ

一
順
す
る
と
お
酒
が
ダ
ダ
に
な

る
と
い
う
、
呑
ん
べ
に
は
見
逃

せ
な
い
フ
ヱ
ア
。

ｚ
、
三
ｍ

☆
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
北
野
ク

ラ
ブ
に
多
目
的
ホ
ー
ル
誕
生

紳
士
淑
女
の
社
交
場
、
北
野

ク
ラ
ブ
－
Ｆ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
“
坪
、
剛
㎡
〉
が
こ
の
た
び

時
代
の
〒
‐
ズ
に
応
え
る
べ
く

多
目
的
ホ
ー
ル
に
衣
が
え
し
、

２
月
１
日
か
ら
営
業
を
開
始
し

て
い
る
。

展
示
会
や
パ
ー
テ
ィ
、
結
婚

披
露
宴
の
会
場
と
し
て
使
用
で

き
る
ほ
か
、
音
蓉
設
備
や
照
明

も
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
に
も
利
用
で
き

問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
の
こ
と

こ
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
衣
が
え

し
て
か
ら
は
若
者
客
も
急
増

の
Ｆ
○
詞
く

★
映
え
あ
る
レ
オ
ポ
ル
ド
勲
章

坂
野
会
長
、
岡
崎
社
長
に

レ
オ
ポ
ル
ド
勲
章
は
、
ベ
ル

ギ
ー
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
た

人
物
に
ベ
ル
ギ
ー
国
王
か
ら
授

け
ら
れ
る
最
高
の
勲
章
。

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
一
九
七
九
年

か
ら
子
供
服
専
門
店
デ
ュ
ジ
ャ喜びあふれる坂野・岡崎夫妻

ル
ダ
ン
社
と
提
挑
し
、
脚
本
に

お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
、

レ
オ
ポ
ル
ド
勲
章
型
マ
ン
ド
ー

ル
章
を
坂
野
通
夫
会
長
が
、
オ

フ
イ
シ
ェ
章
を
岡
崎
晴
彦
社
長

が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
。
受
章
式
が

１
月
Ⅳ
日
に
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
の
ア
ラ
ン
シ
ャ
ペ
ル
で
執
り

行
わ
れ
た
。
当
日
は
駐
日
ベ
ル

ギ
ー
大
使
マ
ル
セ
ル
・
ド
ゥ
パ

ス
氏
ご
夫
妻
、
貝
原
俊
民
県
知

率
、
安
好
匠
神
戸
市
収
入
役
、

石
野
信
》
商
工
会
議
所
会
頭
ら

が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
た
。
坂

野
会
長
も
一
・
今
後
一
層
の
努
力

を
重
ね
ベ
ル
ギ
ー
王
国
と
の
親

交
を
深
め
て
い
き
た
い
忠
と

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
４５
１

グ

瀞
．…凋・勲為章埼・〃

灘
謹蝉識懸識鍾認

蕊
ｚ
ｍ
三
②

●
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
転

株
式
会
社
１
１
ハ
イ
ム

（
河
本
武
社
長
）
が
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
社
屋
完
成

新
社
屋
は
、
工
場
と
流
通

セ
ン
タ
ー
と
本
社
を
合
体
さ

せ
た
５
階
建
。
総
工
費
記
億

円
で
部
会
年
が
か
り
で
壱
空
略

最
新
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
．

情
報
網
を
完
備
し
て
い
る
。

披
露
パ
ー
テ
ィ
を
２
月
加

日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
借
楽
の
間
で
開
催
燈
石
野

信
》
神
商
議
会
頭
、
木
、
術

ワ
ー
ル
ド
会
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
が
お
祝
い
に
か
け

つ
け
た
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
も
や
っ
て
き
て
華
や
か
で

愉
快
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
っ
た

国
住
所
／
神
戸
中
央
区
港
島
中
町
７

丁
目
７
番
４

展
で
、
ア
ザ
ラ
シ
、
シ
ャ
チ
、
ク

ジ
ラ
、
ク
マ
、
オ
オ
カ
ミ
な
ど
の

獣
類
、
カ
オ
ガ
ラ
ス
、
ワ
シ
な
ど

の
鳥
類
、
サ
ケ
、
オ
階
ョ
ウ
な
ど

の
魚
類
の
ほ
か
神
話
上
、
想
偲
上

の
動
物
が
単
独
あ
る
い
は
組
合
せ

て
表
型
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は

詞
昌
三
鼻
骨
齢
の
『
鷲
の
虹
』
で

天
空
高
く
飛
ぶ
２
羽
の
鷲
を
モ
チ

ー
フ
に
作
成
さ
れ
た
も
の
。
単
純

明
快
な
色
と
線
が
逆
に
動
感
振
呼

び
お
こ
す
フ
ァ
ン
ク
ジ
ッ
ク
な
作

嘩
剛
⑨態

刺
建
蘇
翫
諜
稚

井
好
子
さ
ん
の
話
を
聞
く
会
が
催

さ
れ
る
。
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ｉ
ト

ピ
ァ
の
第
３
同
公
開
誰
座
と
し
て

間
か
れ
為
も
の
で
演
題
は
『
す
べ

雄
殿
雄
嘩
鋤
壷
畦
一
軒
理
酔
極
七
隈

ろ
苫
い
人
生
の
味
を
石
井
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
と
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ

玲
叱
咋
諏
沈
憾
錠
耗
趣
醒
料
群
翠

０
ｚ
‐
１
１
１
１
ま
で
。

し
鞭
は
ぺ
蝿
ス
心

蕊
燕
》

⑬
い
券
２
了
気
み
ゆ

鶏
ﾏニ凸か夕■ 宙Ｆ竜 q 旬■■

③菊水総本店より
瓦せんべいを
淡川神社正I I I J 訓の菊水総本店
より、『瓦せんべい』軽1 0 名様に
プレゼン】､ します｡ 添加物のな
い畠然の飼料で青くまれた玉子
や自然の蜂蜜等上質の素材を使
川し、より美味: パリフレッシ
ニしました。ご卿答にも最適。
受け取りは荊水総水府まで。

識

PEOPL E〈5 4＞

①生涯食品マネージメントを手掛けたい

片山幸彦さん〈瀕冒卜与蕊舜-〉
入社して今年３月で７年日を迎える。
1 0 年ほど調理の経験もあり、マネージメ
ントと両方に精通する｡ ｢ スタンダードメ
ニューをより美味しく、ベストを尽くし
たサービスでお客様をお迎えしたい｡ ｣ と
語る口調も落ち着いたホテルマンだ。畠コ
ーに一会議を何回も開くなどｺ ｰ ｰ ﾋ ｰ ｰ の
見直しやスタッフの健康智理などの心配
りが大切という3 9 歳のナイスガイ。

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＮＥＲ

▼
応
蕊
方
法
④
葉
警
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
蒋
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

巾
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
刑
月
刊
神
戸
っ
子
Ｌ
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
・
肉
・
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
３
月
ｍ

Ｒ
消
騨
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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蕊
議

☆
ベ
ト
ナ
ム
家
庭
料
理
で

エ
ス
ニ
ッ
ク
気
分

世
界
の
料
理
が
楽
し
め
る
神

戸
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
が
味

わ
え
る
の
は
鴻
華
園
だ
け
。
オ

ー
プ
ン
６
年
目
に
入
っ
た
が
、

近
頃
の
味
の
ブ
ー
ム
で
、
遠
方

か
ら
の
旅
行
者
も
多
い
と
か
。

お
奨
め
は
米
粉
の
皮
の
蒸
春

巻
（
７
０
０
円
）
と
、
も
ち
粉

の
皮
の
揚
春
巻
（
７
０
０
円
）

で
、
〃
ヌ
ク
マ
ム
〃
と
い
う
独

特
の
た
れ
を
つ
け
て
食
べ
る
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
舌
ざ
わ
り
も

よ
い
。
「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
も
っ
と

塩
辛
い
。
日
本
人
の
口
に
合
う

さ
ワ
に
し
て
い
ま
す
。
果
物
な

ど
、
日
本
に
な
い
材
料
も
あ
っ

て
難
し
い
で
す
。
」
と
、
奥
さ

ん
が
話
し
て
く
れ
た
。

回
中
央
区
中
山
手
通
２
１
別
Ｉ
氾
荊
醒

的
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ⅷ
群
伽
Ｐ
Ｍ
定
休
火
宮
２

３
１
１
７
０
７
９

劇
鐸
鱗
鍛
錬
識
鱗
誹
議
癖
識
識

び
っ

蝋
・
き

店長のコーケンフーさん

話
一

☆
神
戸
の
仏
料
理
の
草
分
け

ル
・
サ
ロ
メ
が
加
周
年

「
加
年
前
と
比
べ
る
と
、
お
客

様
も
随
分
変
り
ま
し
た
ね
。
」
と

オ
ー
ナ
ー
の
風
早
由
美
さ
ん
。

今
で
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
は

増
え
た
が
、
洋
食
と
い
え
ば
牛

肉
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
当

時
は
、
何
が
何
で
も
〃
ス
テ
ー

キ
〃
と
い
う
注
文
に
戸
惑
い
を

感
じ
た
。
「
神
戸
は
新
鮮
な
魚

が
手
に
入
る
の
で
、
魚
の
お
い

し
さ
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
い
ま
す
。
」
デ
ィ
ナ
ー

タ
イ
ム
は
６
，
０
０
０
円
、
８
，

０
０
０
円
、
１
万
円
の
コ
ー
ス
。

ル
・
サ
ロ
メ
は
自
由
を
愛
し

た
岨
世
紀
末
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女

性
心
理
学
者
の
名
前
。
風
早
さ

蕊 霞
木の温かみの中でお食事を

ん
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

画
中
央
区
中
山
手
通
２
吃
鋤
ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｚ
鈍
卵
Ｐ
Ｍ
５
抄
加
１
０
》
伽
Ｐ
Ｍ

定
休
日
は
日
寓
３
９
１
１
８
６
３
９

☆
卯
排
は
〃
新
開
地
″
か
ら

創
業
昭
和
型
年
。
新
開
地
の

移
り
変
わ
り
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

来
た
喫
茶
店
歌
舞
伎
。
「
松
竹
の

寄
席
が
あ
っ
た
頃
は
、
笑
福
亭

松
鶴
さ
ん
や
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
三
匹

さ
ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

出
入
り
し
て
ま
し
た
よ
。
」
と
、

二
代
目
マ
ス
タ
ー
早
崎
一
昭
さ

ん
。木

目
を
大
事
に
し
た
造
り
の

店
内
を
飾
る
の
は
、
中
西
勝
画

伯
の
若
い
頃
の
作
品
な
ど
。
メ

ニ
ュ
ー
と
マ
ッ
チ
の
デ
ザ
イ
ン

も
中
西
画
伯
の
手
に
よ
る
。
往

時
の
華
や
か
さ
こ
そ
薄
れ
た

が
、
懐
し
さ
で
訪
れ
る
有
名
人

も
時
々
い
る
ら
し
い
。
コ
ー
ヒ

ー
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
あ
っ
さ

り
と
し
た
ポ
ン
酢
味
が
好
評
の

中
国
野
菜
妙
め
ラ
ン
チ
（
７
０

０
円
）
も
お
奨
め
。

国
新
開
地
本
通
商
店
街
北
部
９
酷
犯
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ⅷ
”
ｍ
Ｐ
Ｍ
雷
５
７
５
１
５
９
６
８ 詫由すら感じる店構え

珪掛

鶏蕊！

明るい店内でムードも殻高

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
迎
え

た
樹
樹
。
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ｌ
ｌ４７
Ｉ

霧 窯

⑧
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

ン
は
画
家
石
阪
春
生
さ
ん
の

お
嬢
さ
ん
の
り
か
さ
ん
の
手

に
よ
る
。
あ
ら
ゆ
る
中
国
料

理
が
手
頃
な
値
段
で
食
べ
ら

れ
る
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト

ラ
ン
。
若
い
女
性
の
グ
ル
ー

プ
に
も
人
気
。
有
田
焼
、
伊

万
里
焼
等
和
食
器
に
盛
り
つ

け
て
あ
る
の
も
、
お
シ
ャ
レ

だ
。
と
に
か
く
「
中
華
料
理

Ⅱ
油
っ
ぽ
い
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
す
っ
か
り
変
え
た
樹
樹
。

ち
ょ
っ
と
着
飾
っ
て
出
掛
け

て
み
た
い
店
で
あ
る
。

■
ミ
ル
貝
の
味
付
け
１
２
０
０
円
、

北
京
ダ
ッ
ク
２
０
０
０
円
、
樹
樹
お

す
す
め
コ
ー
ス
３
０
０
０
円
Ｉ

樹
樹
（
じ
ゅ
じ
ゅ
）

中
央
区
中
山
手
通
１
１
躯
－
，

象
ピ
ル
と
な
り
倉
２
３
１
１
５
５
５

１
平
日
Ⅷ
”
釦
Ａ
Ｍ
ｌ
３
”
ｍ
Ｐ
Ｍ

５
函
、
ｌ
加
唖
ｍ
Ｐ
Ｍ
／
日
・
祝
Ⅷ

邸
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
伽
釦
帥
Ｐ
Ｍ

中
国
料
理
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古き良き建物でオープン
ツめ男口輪ビ
グののに入ｌサ
＆（た、窓をザ

、

一二＝可Z 鑓一

ク
術
を
よ
り
多

幸
く
の
人
に
提

し和
供
、
ま
た
、

》
各
種
文
化
活

を
提
供
す
る
。

１
９
２
８
年
建
築
の
旧
ナ
シ

ョ
ナ
ル
。
シ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
神

戸
支
店
だ
っ
た
大
丸
南
第
１
別

館
の
素
晴
ら
し
い
建
物
に
マ
ッ

チ
し
た
〃
新
し
い
の
に
懐
か
し

い
〃
店
へ
、
ぜ
ひ
一
度
、
脚
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
か
な
。

☆
市
民
が
創
る
「
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術

家
を
紹
介
し
神
戸
の
文
化
・
芸

ｌ
等
に
利
用
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ペ
ー
ス
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
」
は
１
階
に

レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
と
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
、
２
階
が
串
カ
ツ
と
鉄

板
焼
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
雰

囲
気
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
上
品
、

そ
し
て
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
お

店
。
そ
の
他
、
緑
豊
か
な
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
、
異
人
館
風
の
船
客

待
合
所
、
展
望
広
場
な
ど
。

★
４
月
四
日
、
い
よ
い
よ

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

同
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設

は
、
海
洋
博
物
館
（
鉄
筋
２
階

建
）
、
海
運
・
港
湾
・
航
海
な

ど
の
資
料
を
集
め
た
海
事
に
関

す
る
総
合
博
物
館
。
㈱
ワ
ー

ル
ド
が
運
営
す
る
多
目
的
ホ
ー

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル神戸の新名所メリケンパーク

・う°ダ音Ｉンスル
シリギン楽ル ･ 卜と
ヨＩヤス・はホラレ

古
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト

の
販
売
に
ご
協
力
を

ち
え
お
く
れ
の
啓
発
連
動
を
し
て
い

る
私
た
ち
は
、
運
動
資
金
の
一
部
に
あ

て
る
た
め
、
使
用
済
切
手
の
セ
ッ
ト
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
み
な
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
使
用
済
み
切
手
を
、

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
、
整
理

分
類
・
台
紙
詰
め
し
、
テ
可
マ
別
に
美

し
く
セ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
福
祉
の
店
、
動
物
園
の
売
店

幼
稚
園
や
学
校
の
バ
ザ
ー
で
販
売
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
海
外
旅
行
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
土
産
物
と
し
て
も
好
評
で

す
。値

段
は
市
価
の
三
１
七
割
も
安
く
、

種
類
も
三
十
以
上
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
百
円
’
二
百
円
と
手
ご
ろ
で
す

マ
ニ
ア
の
方
に
は
、
外
国
切
手
や
古

い
普
通
切
手
も
あ
り
、
単
品
販
売
も
し

て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
一
度
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
出
張
販
売
も
し

て
い
ま
す
か
ら
、
日
時
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
・
条
件
な
ど
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。通信

販
売
も
歓
迎
で
す
。
ご
希
望
の

切
手
の
ナ
ン
バ
ー
（
日
本
郵
便
切
手
商

協
同
組
合
編
の
日
本
切
琵
カ
タ
ロ
グ

の
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
頒
価
は

カ
タ
ロ
グ
値
の
半
額
、
送
料
は
実
費
で

す
。
大
部
分
が
実
逓
便
で
す
か
ら
、
不

詳
の
波
消
し
印
は
、
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

委
託
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
期
間
を

定
必
て
切
手
を
お
預
け
し
、
販
売
を
委

託
し
ま
す
。
決
済
は
売
却
後
で
結
構
で

す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
見
本
と
販

売
条
件
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

蝿
涛
鰹

サ
リ
ー
Ｄ
Ｕ
Ｏ
等
、
６
種
類
の

ブ
ラ
ン
ド
で
、
衣
・
食
・
住
の

す
べ
て
の
面
に
、
素
敵
な
商
品

ま
た
弘
年
春
に
は
、
三
井
物

産
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
よ
る

国
際
級
ホ
テ
ル
や
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
（
３
５
０
０
人
収

容
）
、
サ
ン
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
（
ヘ

ル
シ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ

ル
チ
ャ
ー
・
グ
ル
メ
で
構
成
さ

れ
る
プ
ラ
ザ
）
、
Ⅷ
台
収
容
の

駐
車
場
な
ど
が
完
成
し
て
、
よ

り
充
実
。

今
か
ら
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
だ
。

☆
新
し
い
の
に
懐
し
い

旧
居
留
地
時
代
の
建
物
を
利

用
し
て
、
大
丸
が
〃
リ
ヴ
。
ラ

ヴ
・
ウ
ェ
ス
ト
〃
を
３
月
よ
り

オ
ー
プ
ン
す
る
。

１
１４８
１

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

動
の
市
民
の
発
表
の
場
と
し
て

も
ら
う
と
い
・
う
主
旨
の
「
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
５
月
７
日
１
ｍ
日
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
内
容
は
次
の
と
お
り

７
日
『
室
内
楽
と
合
唱
の
夕
べ
』
出
演

神
戸
室
内
合
奏
団
・
市
内
合
唱
グ

ル
ー
プ

８
日
『
こ
う
べ
の
調
べ
』
出
演
／
一
弦

琴
・
小
池
美
代
子
ほ
か
筑
前
琵

琶
・
柴
田
旭
堂
ほ
か

８
日
『
あ
じ
さ
い
文
化
識
演
会
』
講
師

陳
舜
臣

９
Ⅱ
『
こ
う
べ
の
お
ど
り
』
市
民
に
よ

る
洋
舞
発
表
会

皿
ｕ
『
こ
う
べ
の
リ
ズ
ム
』
神
戸
の
ジ

ャ
ズ
仲
間
達
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

☆
ペ
ッ
ト
愛
好
家
大
集
合

神
戸
で
ペ
ッ
ト
フ
ェ
ア
開
催

国
内
外
の
ペ
ッ
ト
用
品
並
び

に
新
製
品
。
新
技
術
等
の
紹
介

・
発
表
を
す
る
、
〃
汀
ジ
ャ
パ
ン

ペ
ッ
ト
フ
ェ
ア
〃
が
、
３
月
加

日
。
幻
日
・
配
日
神
戸
国
際
展

示
場
で
開
催
さ
れ
る
。
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イ
オ
ー
ヤ
リ
テ
月
幻
日
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
な
味
。

ザ

い
っ
た
昭
和
初
期
。
当
時
の
工
☆
お
い
し
い
発
想

芸
・
服
飾
・
建
築
・
ポ
ス
タ
ー
食
べ
方
提
案
タ
ト
ウ
フ
オ
流

・
絵
画
の
各
分
野
か
ら
約
加
点
タ
ト
ウ
フ
オ
ア
イ
ス
ク
リ
ー

活
の
様
式
を
大
き
く
変
革
し
て
四
謬
趣
イ
ン
」
係
ま
で
葉
書
で
お
申
し

れ
る
。
（
ラ
ィ
ン
ヘ
ッ
セ
ン
地
域
、
銅
賞
受
賞
）

、
セ
ッ
ト

モ
ダ
ン
日
本
に
向
か
っ
て
生
国
ご
希
望
の
方
は
、
月
刊
神
戸
っ
子
「
ド

鱗
の
作
品
を
展
示
す
る
。

' 模ツ
範卜主
演コな
Ｉ技ンイ
・テベ
デスン
モトト

、とンぺし
スシて
トト、
しのペ

ヂこ里小？
紙催蕊
にモＮ４００
プダ１１円一
レンＫ股
ゼ昭サ８００
ン和Ｉ円
卜展ピ、
､ ノース高
どのセ大
希招ン生
望待夕６００
の券’円
方を、

総|蕊

示
や
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
は
じ
め
、
展

東京でのフェアも好評
ヤ談健ツンｉ
リ、康卜、シ
テチ相のペヨ

１
１４９
１

は
「
神
戸
っ
子
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
係
ま
で
葉
書
で

懐しいポスターもいっぱい 》
へ
☆
全
国
初
、
ド
イ
ッ
ワ
ィ
ン
専
癖
鱗
鶏
鋳
識
譲
鋳
鍵
癖
昌
シ
類
、

の
門
店
が
北
野
に
オ
ー
プ
ン
ノ
．
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
の
フ
レ
ー
バ

相
ワ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ロ
Ｉ
Ｉ
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
直
送
と

チ
テ
ロ
ー
ゼ
」
の
一
階
部
分
が
３
い
う
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
グ
ル
メ

ム
が
２
月
羽
日
北
野
坂
に
オ
ー

ン
プ
ン
す

射
る
。

亜
従
来

鋤
レ
ー
シ
ー
・

蔀
グ
ラ
ス
、
渡

”
辺
安
里
の
５

本場の味と製法

レチ使
Ｉヨぃ
トコ、

図
書

ガ
イ
ド

露
繍
舞

洋
菜
子
の
ユ
ー
ハ
刑
ム
か
ら
出
て
い

る
Ｐ
Ｒ
誇
一
・
エ
リ
－
．
ど
Ｌ
を
担
当
し
て

い
る
誰
者
が
、
三
年
間
の
１
－
ハ
イ
ム

ド
ィ
ッ
店
勤
務
を
通
じ
て
、
自
ら
の
脚

の
菓
子
を
渦
べ
、
ほ
ん
も
の
の
味
悉
、

そ
の
‐
浬
地
を
紹
介
し
な
が
ら
読
者
に
伝

え
る
。
誰
よ
り
も
お
菓
子
を
愛
す
る
譲

背
の
文
章
を
読
む
だ
け
で
、
恩
わ
ず
生

唾
を
飲
み
込
む
人
も
い
る
の
で
は
。

》
』
》
》
》
》
》
》
》
『
》
砕
麺
》
鋤

中
国
と
ｕ
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
比

較
し
た
勘
合
、
そ
の
ス
ケ
・
ル
と
、
人

種
的
資
質
は
、
蕃
し
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
宅
急
便
が
、
Ｂ
木
で
こ
れ
だ

け
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

理
解
で
き
る
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な

中
国
に
お
い
て
、
日
本
的
合
理
性
を
導

入
す
る
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
著

宥
の
、
中
国
の
現
状
を
客
観
的
に
と
ら

八
円
本
海
事
新
聞
社
１
８
０
０
円
Ｖ

一
号
》
》
》
》
》
》
一
一
御
》
》
》
》
毒

昭
和
印
年
、
日
本
の
政
治
の
歴
史
に

残
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
土
井
た
か
子

の
社
会
党
委
員
長
就
任
で
あ
る
。
あ
る

意
味
に
お
い
て
、
超
保
守
的
と
も
言
え

る
政
治
の
世
界
も
、
い
よ
い
よ
時
代
の

趨
勢
に
郷
き
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人
な
に
感

じ
さ
せ
た
事
件
だ
っ
た
。
木
寄
は
、
そ

れ
を
熱
狂
的
に
感
激
し
た
、
日
本
各
地

の
女
性
の
姿
を
、
多
く
の
写
真
を
交
え

て
伝
え
室
噛
る
。

八
梨
の
木
舎
刊
１
５
０
０
円
Ｖ

鱗
謹

中
国
と
ｕ
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
比

較
し
た
勘
合
、
そ
の
ス
ケ
・
ル
と
、
人

種
的
資
質
は
、
蕃
し
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
宅
急
便
が
、
日
本
で
こ
れ
だ

げ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

理
解
で
き
る
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な

中
国
に
お
い
て
、
日
本
的
合
理
性
を
導

入
す
る
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
著

宥
の
、
中
国
の
認
を
客
観
的
に
と
ら

八
円
本
海
事
新
聞
社
１
８
０
０
円
Ｖ

鍵
鍵
言
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☆
〃
旧
神
戸
商
工
会
議
所
ビ
ル

保
存
を
お
願
い
す
る
会
″

昭
和
４
年
建
造
の
旧
神
戸
商

工
会
議
所
が
、
昨
年
⑫
月
神
戸

、

式
が
２
月
１
日
に
行
な
わ
れ

た
。旧

商
工
会
議
所
は
、
海
外
と

日
本
の
様
式
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
建
設
さ
れ
た
日
本
で
も
希
有

の
建
物
で
、
神
戸
の
へ
そ
と
言

う
べ
き
、
旧
海
軍
操
連
所
跡
に

あ
り
、
ぜ
ひ
保
存
を
実
現
さ
せ

い
っ
せ
い
に
祝
砲
が
う
た
れ

た
。
そ
し
て
、
記
念
式
典
に

は
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス

フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
な

ど
各
国
代
表
が
出
席
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
神
戸
港

ん
催
。

莞
「
ド
ン
キ

課
ホ
ー
テ
」
他

前
女
性
１
人
男

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
が
揃
っ

て
い
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

☆
東
西
ダ
ン
サ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト

関
西
の
女
性
フ
リ
ー
ダ
ン
サ

ー
７
人
と
東
京
の
男
性
舞
踊
団

Ｊ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

公
演
が
厚
生
年
金
会
館
で
開

性
別
名
に
よ
る
異
色
作
品
「
ザ

・
マ
ー
チ
」
で
は
、
神
戸
出
身

の
前
島
雅
子
さ
ん
が
紅
一
点
に

挑
戦
。

■
日
時
３
月
晦
日
（
日
）
６
Ｐ
Ｍ
開
演

図
入
場
料
４
５
０
０
円

岡
主
催
バ
レ
エ
グ
ル
ー
プ
・
ナ
ナ

回
お
問
合
せ
官
０
６
（
、
）
７
３
６
１

ブ
レ
ー
ン
企
画
ま
で

の
開
港
が
祝
福
さ
れ
、
ま
さ

神
戸
の
「
再
ス
タ
ー
ト
」
に
世
界
的
な
港
都
と
し
て
ス

今
年
、
神
戸
は
開
港
百
二
ダ
ー
ト
を
切
っ
た
わ
け
だ
。

十
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
そ
し
て
、
百
二
十
年
を
経
過

一
た
。
開
港
は
慶
応
三
年
十
二
し
た
。
そ
の
間
、
神
戸
は
い

一
月
七
日
（
明
治
元
年
）
に
行
つ
も
外
国
の
文
化
の
窓
口
と

一
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
神
戸
の
し
て
の
役
割
り
を
担
っ
て
き

一
沖
合
い
に
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
た
の
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
に

一
十
二
隻
、
ア
メ
リ
カ
艦
隊
六
き
て
時
代
の
流
れ
は
急
激
な

一
隻
は
じ
め
各
国
軍
艦
や
外
国
変
化
を
迫
っ
て
い
る
よ
う

一
商
船
が
集
ま
っ
て
、
正
后
を
だ
。

一
合
図
に
停
泊
中
の
軍
艦
か
ら
百
二
十
年
と
い
う
節
目
は

ｒ
‐
１
１
１
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
‐
…

花時計
≦）ＳＩ

属
①
国
園
田
①
、
用

☆
兵
庫
オ
リ
エ
ン
ト
協
会
（
中
内
功
会

長
）
の
、
設
立
総
会
並
び
に
第
一
回
オ

リ
エ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
、
四
月
十
九
円

（
日
）
に
開
か
れ
、
三
笠
宮
崇
仁
殿
下

及
び
作
家
陳
舜
臣
氏
の
講
演
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
／
中
央
区
三
宮

町
１
ノ
３
ノ
３
小
林
ビ
ル
６
Ｆ
宮
叩

（
知
）
４
７
０
１

☆
甘
納
豆
の
岡
女
堂
大
谷
泰
男
社
長

が
、
同
社
の
新
つ
ゆ
甘
納
豆
〃
豆
物

語
″
で
、
昭
和
凱
年
第
幻
回
全
回
推
奨

観
光
土
産
品
審
査
会
に
お
い
て
厚
生
大

臣
賞
を
受
賞
。

汁
第
睡
回
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者
の

楠
本
香
章
氏
が
、
も
と
ま
ち
寄
席
〃
恋

雅
亭
″
百
回
記
念
の
〃
き
ろ
く
の
き
ろ

く
〃
を
出
版
。
祝
う
会
が
三
月
二
日
神

戸
元
町
風
月
堂
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

す
。
（
会
費
八
千
円
）

★
㈱
ラ
イ
ダ
ー
ス
・
パ
プ
リ
シ
テ
ィ
（
岸

田
順
三
社
長
）
の
本
社
が
移
振
。
新
住

所
は
〒
加
東
京
都
エ
代
田
区
紀
尾
井
町

１
１
９
茸
０
３
（
２
２
１
）
０
７
１
１

☆
内
科
医
院
の
山
中
千
木
人
博
士
と
、

Ｋ
Ｆ
Ｓ
の
会
員
・
〃
瓢
花
″
（
オ
ｉ
ナ

ー
）
の
千
葉
る
り
子
さ
ん
が
婚
約
。
四

月
二
十
五
日
に
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で

挙
式
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
漫
画
家
の
高
梧
孟
さ
ん
の
ご
母
堂
・

イ
ワ
ヱ
さ
ん
が
、
一
月
二
十
九
日
、
徳

島
県
板
野
郡
藍
住
町
の
自
宅
で
老
衰
の

た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
六
歳
。

☆
神
言
市
立
住
吉
中
学
校
の
教
諭
の
、

矢
野
恵
一
郎
さ
ん
（
五
十
四
歳
）
が
、

一
月
二
十
九
日
に
食
道
が
ん
の
た
め
死

去
。
矢
野
さ
ん
は
、
神
戸
市
立
鷹
匠
中

学
教
諭
当
時
、
同
校
合
唱
部
の
指
導
者

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
連

続
優
勝
。
本
誌
の
第
二
回
ブ
ル
ー
メ
ー

ル
皇
国
楽
部
門
で
受
賞
。
五
十
年
度
に

は
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
。

☆
㈱
大
平
堂
（
平
林
茂
夫
社
長
）
の
事
務

所
が
移
転
。
新
住
所
は
〒
剛
神
戸
市
中

央
区
山
本
通
２
丁
目
皿
ノ
加
曾
叩
耐
）

７
５
５
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
（
卸
）
２
９
３
２

☆
オ
ー
ル
・
バ
ー
ウ
イ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
ズ
Ｋ
Ｋ
が
移
転
。
新
住
所
は
中

央
区
波
止
場
町
３
１
１
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｔ
Ｌ
Ｘ
は
従
来
通
り
。

／

職

１
１５０

里
昨
夏

千
行
わ
れ

需
た
ポ
カ

リ
ス
エ

昨
年
⑫
月
神
戸

市
よ
り
義
勇

滝
海
運
に
売
却

狐
さ
れ
る
こ
と

“
が
決
定
。
そ

壷
こ
で
、
保
存

癖
を
お
願
い
す

る
会
の
発
足

ツ
ト
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
た
森
高
千
里
と

風
見
慎
吾
の
コ
ン
ビ
で
、
「
あ
い

つ
に
恋
し
て
」
（
原
作
／
馬
の

ゴ
ン
太
の
背
に
ゆ
ら
れ
）
が
東

宝
配
給
に
よ
り
映
画
化
。
日
本

縦
断
ロ
ケ
敢
行
、
２
月
お
日
に

は
姫
路
城
で
ロ
ケ
が
あ
っ
た
。

馬
と
共
に
北
海
道
か
ら
鹿
児

島
へ
旅
す
る
青
年
の
冒
険
物
語

た
だ
単
な
る
「
お
祝
い
」
で
一

は
済
ま
さ
れ
な
い
。

神
戸
と
い
う
街
は
未
だ
経
一

験
し
た
こ
と
の
な
い
、
大
き
一

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
一

と
思
う
。

神
戸
は
い
ま
ま
で
歩
ん
で
一

き
た
道
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
一

こ
れ
か
ら
の
百
年
を
神
戸
は
一

ど
う
対
応
す
る
の
か
、
英
知
一

を
あ
つ
め
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
ー

イ
ン
を
明
確
に
し
て
、
い
ま
一

や
れ
る
こ
と
は
と
に
か
く
遮
一

二
無
二
や
っ
て
い
く
、
そ
れ
一

が
開
港
百
一
一
十
年
祭
で
な
け
一

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
一

あ
る
。
八
Ｙ
Ｖ
－

て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

国
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

ｒ
Ｅ
Ｌ
２
４
１
１
４
４
２
６
地
域
問
題
研

究
所
ま
で

☆
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ム
ー
ビ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ス
タ
ー
ト
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副蝿

蕊

■こころの歳時記■’

遊び心のある神戸風のつきあいを

佐蔵巌さんく元町画廊＞晃世さんく㈱大谷徳風卦卦畏＞荒津正美さんく㈱神港ドレス社畏＞永田典子さんく永田良介商店＞

i醗喧：

大谷

大
谷
ア
ー
チ
ス
ト
の
お
世
話
を
な
さ

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
元
町
画
廊
の
佐
藤

廉
先
生
と
、
大
丸
前
の
永
田
良
介
商
店

の
典
子
奥
さ
ま
に
、
今
日
は
元
町
や
、

大
丸
前
の
界
隈
の
お
話
を
伺
え
れ
ば
。

永
田
大
谷
さ
ん
と
は
、
先
日
も
ご
長

男
の
ご
結
婚
式
に
主
人
共
々
出
席
さ
せ

て
頂
い
た
り
、
私
ど
も
の
欧
風
家
具
を

ず
っ
と
前
か
ら
ご
愛
用
下
さ
っ
て
…
…

大
谷
永
田
さ
ん
の
家
具
は
、
あ
き
が

こ
な
く
て
、
落
ち
つ
き
ま
す
も
の
ね
。

永
田
大
丸
前
は
、
神
戸
ら
し
い
専
門

店
が
軒
を
並
べ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
最

近
は
大
丸
の
神
戸
店
の
地
下
食
料
品
売

場
が
ス
テ
キ
に
な
っ
て
大
変
な
人
気
で

す
。
お
菓
子
の
コ
ー
ナ
ー
、
お
酒
の
コ

ー
ナ
ー
、
群
愛
な
ん
か
の
中
華
お
そ
う

ざ
い
、
そ
れ
に
〃
さ
ぬ
き
″
の
手
打
う

ど
ん
ほ
ん
と
に
美
味
し
い
（
笑
）
。

佐
藤
そ
う
い
え
ば
、
う
ち
の
女
房
も

豆
腐
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
が
美
味
い
と
か
。

永
田
あ
れ
は
永
源
寺
か
ら
取
り
寄
せ

て
る
の
。
大
丸
が
二
月
末
ど
う
変
る
か

楽
し
み
で
す
よ
。
私
は
、
大
丸
前
か
ら

元
町
に
か
け
て
地
下
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
な
ら
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。

佐
藤
そ
れ
は
い
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
ス

ケ
ー
ル
の
あ
る
こ
と
を
し
な
い
と
ね
。

神
戸
は
、
面
白
い
街
で
、
今
日
も
日
韓

文
化
友
好
の
会
が
あ
り
生
田
神
社
へ
行

く
ん
だ
が
、
文
化
的
な
レ
ベ
ル
で
私
達

は
韓
国
の
美
術
家
と
お
つ
き
あ
い
を
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
そ
の
お
一
人
が
ソ

ウ
ル
の
芸
大
の
学
長
に
な
ら
れ
た
り
す

る
。
銭
勘
定
な
し
で
お
つ
き
あ
い
し
て

１
１５
１

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
両
国
の
い
い

展
覧
会
に
な
っ
た
り
…
…
。
遊
び
心
が

大
切
で
す
よ
ね
。

荒
津
ぽ
く
達
の
Ｋ
・
Ｆ
ｏ
Ｓ
が
そ
う

で
す
ね
。
最
初
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
お

茶
だ
け
だ
と
全
然
集
ま
り
が
悪
く
て
、

理
事
会
は
必
ず
神
戸
の
美
味
し
い
店
で

食
事
を
し
て
開
く
こ
と
に
し
た
ら
、
何

と
凄
い
出
席
率
（
笑
）
そ
れ
か
ら
は
ど

ん
ど
ん
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
も
い
い
仕
事
を
し

ま
し
た
よ
。

大
谷
私
も
息
子
と
共
に
会
員
で
す
が

荒
津
毎
月
の
マ
ン
ス
リ
ー
で
も
講
師

の
方
々
と
講
義
の
後
で
皆
と
一
緒
に
会

食
す
る
。
そ
こ
で
異
業
種
同
志
の
と
て

も
い
い
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
か
ら

ね
。大

谷
私
ど
も
も
今
回
〃
徳
真
会
″
と

い
う
、
大
谷
徳
風
社
の
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
た
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
が

出
来
る
訳
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
徳
真
会
へ
の
ご
入
会
は
、
茸
、
（
剛
）
５
０
６
８

へ
☆
当
会
員
は
葬
儀
基
本
料
金
の
１
割
引
他
特
典

が
色
々
あ
り
ま
す
。

全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
ま
資
洛
承
褐
着

線
式
会
承
大
谷
稔
風
狂

黛
或
紳
棋
大
谷
見
せ

全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
ｕ
ｌ
哩

衝
０
７
８
１
６
２
１
‐
０
０
８
９

鈴
師
台
支
店
／
茸
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５
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戸
●

ネ
オ
ン
街
と
い
わ
れ
る
酒
場
集
合
地
帯
の
社
会
学
的
な

考
察
が
す
で
に
為
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。

あ
る
時
、
ひ
と
つ
の
地
理
的
な
共
通
性
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
。

「
水
」
と
「
神
」
。

か
つ
て
飲
み
歩
い
た
ネ
オ
ン
街
で
は
、
大
阪
・
ミ
ナ
ミ

の
道
頓
堀
、
キ
タ
の
お
初
天
神
と
中
之
島
、
京
都
。
祇
園

性
的
高
揚
。
酒
の
精
は
酒
飲
者
に
対
し
、
酔
い
、
と
い
う

身
体
の
異
化
作
用
の
過
程
で
様
々
な
「
表
現
」
を
強
い

る
。
時
に
は
破
天
荒
に
。
こ
う
し
て
表
現
さ
れ
た
異
化
の

世
界
に
は
本
来
、
健
全
、
健
康
な
要
素
は
ど
こ
に
も
な
い
。

だ
か
ら
飲
む
。
理
由
も
な
く
飲
む
。
胃
脈
の
外
壁
が
破

れ
、
血
ヘ
ド
を
吐
い
て
も
飲
む
。
死
ぬ
ま
で
飲
む
。
死
水

は
死
酒
で
あ
っ
て
ほ
し
い
…
。

「

酒
は
飲
む
た
め
に
あ
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
、
、

こ
の
奇
妙
な
液
体
の
中
に
巣
喰
う
酒
精
は
お
り

の
よ
う
に
肉
体
の
底
に
堆
積
さ
れ
、
暗
部
で
ち
ょ

ろ
ち
ょ
ろ
と
揺
ら
め
く
焔
に
注
が
れ
る
。
焔
は
や

が
て
燃
え
あ
が
り
、
熱
い
精
が
体
内
を
駆
け
巡
る
。

幸
福
。
陰
諺
。
鱗
舌
。
錯
乱
。
陽
気
。
怨
念
。

一
榊
呈
此
ま
ち

オ
ン
街
で
の
酒
飲
は
非
日
常
の
行
為
で
あ
り
、
神
々
の
加

護
を
受
け
た
密
や
か
な
祝
祭
、
日
常
の
生
活
で
た
ま
っ
た

、
、
、

不
用
な
モ
ノ
を
流
し
て
し
ま
う
お
お
ら
か
な
蕩
尽
な
の

だ
。
日
常
の
側
か
ら
み
れ
ば
忌
む
べ
き
世
界
で
あ
り
、
健

全
、
健
康
さ
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。

十
年
前
、
神
戸
に
赴
任
し
た
直
後
か
ら
、
「
水
」
と
「
神
」

を
求
め
、
毎
晩
、
祝
祭
と
蕩
尽
を
繰
り
返
し
た
。
流
し
て

し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
用
な
モ
ノ
が
多
す
ぎ
、
駆

り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
東
門
か
ら
北
野
一
帯
を
巡
っ
た
。

例
え
ば
。
現
在
、
北
野
坂
と
呼
ば
れ
る
阪
急
三
宮
駅
北

側
道
路
に
は
か
つ
て
、
木
造
モ
ル
タ
ル
造
り
の
文
化
住
宅

の
よ
う
な
酒
場
が
婿
集
し
て
い
た
。

闇
の
中
に
ポ
ッ
と
浮
か
ぶ
北
向
き
地
蔵
の
前
を
通
り
、

、
、
、
、
、
、

悪
所
を
囲
む
お
は
ぐ
ろ
ど
ぶ
の
よ
う
に
汚
な
い
ど
ぷ
川
を

渡
る
。
建
物
全
体
か
ら
鯵
し
い
ネ
オ
ン
の
看
板
が
古
代
の

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
３
〉

１
１５２
１

カ
メ
ラ
池
田
年
夫
ｌ

の
八
坂
神
社
と
加
茂
川
、
そ
し
て
神

戸
・
東
門
に
は
生
田
神
社
が
あ
り
、

東
側
に
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
は

か
っ
て
生
田
川
が
流
れ
て
い
た
。

ネ
オ
ン
街
は
水
の
匂
い
と
、
目
に

見
え
ぬ
神
々
の
息
吹
き
を
好
む
。
ネ

福
嶋
敏
雄

〈
サ
ン
ケ
イ
新
聞
記
者
〉
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型
の
ラ
ン
プ
か
ら
光
の
輪
が
落
ち
、
べ
と
つ
く
桃
心
木
色

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
肘
を
立
て
、
飲
む
。
カ
ラ
オ
ケ
も
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
も
な
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
向
こ
う
で
、
四

十
過
ぎ
の
マ
マ
さ
ん
が
立
っ
て
い
る
。
と
ろ
ん
と
し
た
表

情
で
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、
何
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
サ
ン

ト
リ
ー
角
の
ダ
ブ
ル
を
、
氷
を
鳴
ら
し
な
が
ら
飲
む
。
吐

く
台
詞
は
「
お
代
わ
り
」
だ
け
。
週
に
二
、
三
回
は
通
っ

て
い
た
の
に
、
マ
マ
さ
ん
の
方
か
ら
聞
い
た
台
詞
は
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
「
あ
り
が
と
う
」
、
そ
れ
に
五
、
六
杯
目
ぐ

ら
い
に
な
る
と
「
よ
く
飲
む
わ
ネ
」
。

酔
う
。
綾
が
流
れ
、
操
が
浮
か
ぶ
。
条
理
も
な
い
は
し

ゃ
ぎ
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
傍
に
あ
る
黒
電
話
に
手
を
伸
ば

す
。
あ
ち
こ
ち
の
酒
場
に
巣
喰
っ
て
い
る
他
社
の
記
者
、

知
人
ら
を
探
し
求
め
、
電
話
を
掛
け
ま
く
る
。
す
で
に
日

は
替
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

交
信
の
範
囲
は
東
門
論
北
野
町
だ
け
で
な
く
、
元
町
、

国
鉄
神
戸
駅
前
、
新
開
地
ま
で
お
よ
ぶ
。
北
野
町
に
あ
る

数
軒
の
酒
場
が
集
合
場
所
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ボ
ソ

ポ
ソ
と
バ
カ
話
を
始
め
る
。
午
前
一
時
、
二
時
に
な
る
と

男
た
ち
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
店
を
出
て
行
く
。

深
夜
か
ら
未
明
に
か
け
、
毎
晩
、
繰
り
返
さ
れ
た
狂
操

は
何
だ
っ
た
か
。
新
聞
記
者
た
ち
に
は
酒
に
よ
っ
て
し
か

、
、
、

流
せ
な
い
よ
う
な
独
得
の
す
さ
み
が
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

人
格
が
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
極
道
も
い
た
。

獣
の
炎
煙
の
よ
う
に
突
き
出
、
交
叉
す
る
原
色
の
光
が
周

囲
を
包
む
。
酌
姉
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
女
た
ち
の
面
か

ら
舞
っ
た
白
粉
、
何
度
も
何
度
も
吐
き
散
ら
さ
れ
た
醐
町

者
の
吐
漉
物
、
酸
え
た
小
便
、
そ
れ
に
バ
ル
サ
ン
の
匂
い
ま

で
が
撹
伴
さ
れ
異
様
な
臭
気
の
塊
と
な
っ
て
鼻
を
打
つ
。

ド
ア
を
開
け
、
隅
の
ス
ツ
ー
ル
に
座
る
。
シ
リ
ン
ダ
ーネオン街には、水の匂いと神々の息吹きが溢れている。

十
年
経
っ
た
。
東
門
へ
の
酒
場
通
い
は
ぶ
つ
つ
り
止
ま

っ
た
。
街
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
十
年
間
、
東
門
街
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
変
貌
し

た
。
道
路
整
備
、
区
画
整
理
に
よ
る
立
ち
退
き
な
ど
で
木

造
の
酒
場
ビ
ル
は
殆
ど
姿
を
消
し
た
。
禰
酒
な
高
層
ビ
ル

が
建
ち
並
び
、
街
全
体
が
み
違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な
り
、

１
５
１
３
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胃 ､ 毒

:灘Ｉ

譲露鐸雷

ミ
療
気
の
よ
う
に
包
ん
で
い
た
小
便
の
匂
い
も
消
え
た
。

資
本
の
論
理
が
ネ
オ
ン
街
を
包
み
始
め
た
。
飲
み
屋
業

が
産
業
化
し
、
店
と
店
と
の
間
の
競
争
が
激
化
し
、
企
画
、

営
業
力
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
便
臭
い
ビ
ル
な

ど
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
「
ポ
チ
ボ
チ
や
っ
て
い
け
た
ら

い
い
わ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
マ
マ
が
作
り
笑
い
の
愛
想

を
振
り
ま
き
始
め
、
群
が
帰
っ
た
深
夜
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の

上
で
形
相
を
変
え
て
小
さ
な
電
卓
の
デ
ジ
タ
ル
数
字
を
に

ら
み
、
深
い
溜
め
息
を
つ
く
。
昼
間
は
ツ
ケ
の
取
り
立
て

に
遮
り
回
り
、
「
き
ょ
う
は
払
え
ん
ナ
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
、
あ
ら
れ
も
な
い
愁
訴
が
始
ま
る
。
そ
の
う
ち
さ
す

だ
が
、
探
せ
ば
あ
る
。

八
年
ぶ
り
に
大
丸
北
側
の
露
路
に
あ
る
ス
ナ
ッ
ク
「
マ

コ
」
に
行
っ
た
。
マ
マ
は
作
家
、
柏
木
薫
さ
ん
。
神
戸
の

文
学
者
た
ち
の
数
少
な
い
溜
り
場
と
し
て
、
時
に
賑
う
。

も
と
も
と
酒
場
で
の
文
学
談
義
は
稚
気
に
溢
れ
て
い
て
い

い
。「

ナ
ッ
メ
ソ
ー
セ
キ
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」

「
ソ
ー
セ
キ
っ
て
キ
ミ
、
君
は
ど
こ
の
出
版
社
の
ソ
ー
セ

キ
を
読
ん
だ
ん
だ
ネ
」

「
え
っ
、
ボ
ク
は
新
潮
の
文
庫
本
で
：
．
」

「
ダ
メ
だ
よ
。
ソ
ー
セ
キ
は
ね
君
、
イ
ワ
ナ
ミ
の
全
集
本

で
読
ま
な
け
れ
ば
。
う
ん
、
巻
八
の
三
百
三
十
二
頁
上
段

ijI1鱗
スナック“マコ' ’は文学者の溜り場。ママ自身、作家である。

が
に
イ
ヤ
に
な
り
、
店
を
た
た
む
。

生
田
警
察
署
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
東
門
を
中
心
と
し

た
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー
な
ど
の
深
夜
飲
食
店
は
２
，
９
７
９

店
。
ク
ラ
ブ
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
風
俗
営
業
店
は
４
５

５
店
。
「
新
世
紀
」
「
紅
馬
車
」
な
ど
の
大
型
店
は
社
用
族

の
減
少
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、
中
、
小
規
模
化
の
傾
向
が

進
ん
で
い
る
。
転
廃
業
は
こ
こ
数
年
激
し
く
な
り
、
経
営

者
の
夜
逃
げ
は
再
三
、
と
い
う
。

客
層
も
変
わ
っ
た
。
若
者
向
け
の
居
酒
屋
が
目
立
ち
始

め
、
金
が
な
い
は
ず
の
学
生
や
未
成
年
が
バ
ー
や
ス
ナ
ッ

ク
に
入
り
び
た
る
。
Ｏ
Ｌ
、
女
子
学
生
の
飲
み
客
も
増

え
、
矯
声
を
上
げ
て
歌
い
、
踊
り
、
路
上
や
駅
の
ト
イ
レ

な
ど
で
狂
態
を
さ
ら
し
て
吐
く
。

、
詑
、

街
の
風
俗
化
と
資
本
の
進
出
は
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ
剛
の
年

を
境
に
急
速
に
進
ん
だ
。
町
全
体
が
健
全
、
健
康
に
な
り
、

酒
飲
自
体
が
日
常
の
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
た
。
水
の
匂
い

も
、
神
々
の
息
吹
き
も
漂
っ
て
来
な
い
ネ
オ
ン
街
で
飲
ん

で
も
お
も
し
ろ
く
な
い
。
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凄
い
人
で
、
掻
き
分
け
掻
き
分
け
な
が
ら
モ
ノ
を
買
っ

た
。
あ
ち
こ
ち
に
は
、
ま
だ
死
体
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て

ネ
。
お
巡
り
さ
ん
が
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
運
ん
で
い
く
。

つ
け
て
行
っ
た
ら
国
鉄
の
神
戸
駅
の
高
架
下
に
死
体
を
詰

ん
で
い
た
。
死
体
が
山
の
よ
う
に
う
ず
高
く
積
ま
れ
、
お

巡
り
さ
ん
は
死
体
の
山
に
ハ
シ
ゴ
を
掛
け
、
ひ
ょ
い
つ
と

上
の
方
に
放
り
な
げ
た
の
。
ひ
ょ
い
つ
と
…
」

出
さ
れ
た
ロ
オ
ル
キ
ャ
ベ
ッ
を
か
じ
り
な
が
ら
聴
く
。

光
が
漏
れ
て

耳
架
の
周
り
に

の
あ
た
り
は
確
か
に
良
い
、
う
ん
」

ど
ん
な
深
刻
な
文
学
談
義
も
、
酒
場
で
わ
い
わ
い
や
る

時
は
こ
の
程
度
の
意
味
し
か
な
い
。
滴
の
精
に
よ
っ
て
流

さ
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
向
こ
う
で
柏
木
さ
ん
が
多
分
、
笑

っ
て
い
る
。

「
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
し
ん
ど
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
家

賃
は
上
が
る
し
…
」
。
町
が
変
わ
り
客
層
も
変
わ
っ
て
い

、
、
、

く
中
で
、
昔
な
が
ら
の
店
は
〃
後
退
戦
″
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。後

退
に
後
退
を
砺
ね
、
経
営
者
も
、
も
ち
ろ
ん
客
も
い

な
い
店
に
案
内
さ
れ
た
。
東
門
か
ら
東
、
幅
一
ｍ
ほ
ど
の

蕊
篭
号 ，

売
っ
て
い
た
の
。
唾
あ
の
肉
等
ン
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
／

鱗
･心．、

稗Ｌ, ．
帖宙

護
し
た
松
明
の
光
の
下
で
、
肉
マ
ン
や
ら
い
ろ
ん
な
モ
ノ
を

髭
識

カードを並べ、運勢を見る“五十鈴, , のママ

す
で
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
水
割
り
ダ
ブ
ル
三
杯
、
二
合
瓶
日

本
酒
を
二
本
開
け
て
い
た
。
ほ
ん
の
り
と
し
た
酔
い
に
包

ら
や
っ
て
来
た
神
々
の
息
吹
き
を
感
じ

は
遠
い
川
の
せ
せ
ら
ぐ
音
す
ら
巡
っ
た
。

ま
れ
、
老
い
た
マ
マ
の
長
い
口
舌
の
背
後
に
生
田
の
森
か

１

１５５
１

薄
暗
い
路
上
の
つ
き
あ
た
り
に
あ
る
酒
場
「
五
十
鈴
」
。

ド
、
水
道
筋
と
転
々
と
し
、
「
五
十
鈴
」
が
六
軒
目
。
片

真
を
兄
せ
て
く
れ
た
。
趣
味
の
ト
ラ
ン
プ
占
い
で
、
「
あ

カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
る
。

っ
た
。
食
べ
る
も
の
を
探
す
た
め
、
ト
ア
ロ
ー
ド
を
降
り

た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
闇
市
に
良
く
行
っ
た
。
柱
に
突
き
刺

話
に
花
が
咲
く
。
肉
感
的
な
災
人
で
あ
っ
た
許
い
頃
の
写

く
。
お
ば
さ
’
ん
、
お
ば
さ
－
ん
と
、
数
同
叫
ぶ
。

ん
た
の
運
勢
は
良
い
」
。

「
お
か
し
い
ナ
」
。
同
行
の
女
性
編
集
者
が
ド
ア
を
た
た

い
る
。
間
口
一
間
ほ
ど
の
ち
っ
ぽ
け
な
店
で
、
ド
ア
に
は

「
昔
の
東
門
は
、
し
も
た
や
が
並
ん
で
い
る
だ
け
の
町
だ

「
い
ま
降
り
る
か
ら
ね
」
。

坂
原
キ
ミ
子
さ
ん
。
戦
前
か
ら
店
を
始
め
、
ト
ア
ロ

「
あ
い
ョ
」
。
い
き
な
り
二
階
か
ら
老
女
が
顔
を
出
し
、

古
い
木
造
建
て
の
一
階
の
窓
か
ら
黄
色
い
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